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保護者･地域の声を学校へ
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心ゆたかに たくましく かしこく 成長する 「たかせの子」

今年度も仙道子どもを守る会、田代のこどもを守る会からあいさつ、交通安全標語の募集
がありました。今回は４、５、６年生が対象となり、それぞれあいさつ、交通安全についての標
語を考え、応募しました。この中から選ばれた作品が、高瀬地区内で標語看板となって紹介さ
れる予定です。
あいさつは、高瀬小学校のみんなで頑張っていることでもあり、

どの作品も相手を思いやる気持ちが伝わってきます。また、交通安
全については、かけがえのない命を守るために、いつも注意してい
こうという強い思いが感じられる作品ばかりでした。今回は、応募
作品全てをご紹介したいと思います。

学
氏 名 あいさつ標語 交通安全標語

年

安倍 さん あいさつで 明るい町に さあしよう 自転車に 乗るとき絶対 ヘルメット

小坂 さん 目と目あい 気持ちをつたえる あいさつを 大けがに なる前ちゃんと 右左

4 後藤 さん こんにちは あかるい声が こだまする 右左 しっかりと見て あるこうね

今野 さん 身のまわり 人と会ったら あいさつだ あぶないよ どうろとびだし きけんだよ

今野 さん あいさつは みんながえがおになるまほう ルールいはん いのちをおとす おそれあり

直井 さん あいさつは みんなが元気になるまほう こうつうルール みんなで守る たかせっこ

阿部 さん 朝昼晩 おひさま笑顔で 「こんにんちは！」 赤信号 「あなたの命が キケンだよ！」

今野 さん あいさつで 友達になろう だれとでも 気をつけよう 道路に危険が かくれんぼ

佐藤 さん あいさつは 毎日やると 防犯だ 歩行者 横断歩道で 左右

髙橋 さん あいさつは 相手のための プレゼント 交通安全 自分で守ろう 大事な命

5 土田 さん 人々で みんなにとどけよ あいさつを 飛び出しと 命消えるの 無くそうよ

遠山 さん あいさつは 言うとうれしい 言葉だよ 歩くとき 左右確認 安全に

松井 さん あいさつは してもされても 気持ちいい ボール追いかけ 道路に飛び出し 危険です

宮田 さん 元気よく 大きな声で 届けよう 危険だよ スマホ見ながら 運転は

宮田 さん あいさつは 大きな声で 元気よく 右左 安全確認 大切だ

真坂 さん あいさつは 心と心のつながり 感謝の言葉 自転車も 車と同じ 安全に

稲富 さん ひびかせよう とどけよう つなげよう！ 運転中は スマホチェックより 一時停止、

あいさつの輪 左右確認

齋藤 さん あいさつで みんなの心に 花満開 大丈夫？ 油断の先は かえらぬ命

佐藤 さん あいさつを 人にあったら 元気にね 横断歩道 わたる前に 確認を

6 柴田 さん お返事を 言葉にしよう しっかりと 今の じょうきょう 確かめよう！

柴田 さん おはよう 朝のあいさつ 笑顔咲く いってらっしゃい 元気な帰り 待っている

髙橋 さん あいさつは 明るい町への 第一歩 思いやり それがまほうの 合い言葉

長谷山 さん 地いきみんなで あいさつしよう 近くでも 気を付けましょう おうだんほどう

原田 さん 顔を見て 元気にはっきり 「こんにちは」 周り見て 安全確認 歩きましょう



運動会の日の午後、お疲れの中、皆様に再生資源回収に

ご協力いただきまして、誠にありがとうございました。仙道地区、田代地区ともに、トラ

ックに乗り切らないほど沢山の段ボール、瓶、新聞、雑誌類、が集まりました。今回の再

生資源回収の収益金額がまとまりましたので、お知らせいたします。この収益金につきま

しては、これまでと同様、子どもたちの教育環境の充実のために活用させていただきます。

また、アルミ缶の回収も毎週水曜日、運営委員会が中心となって取り組んでおります。

こちらのご協力も是非よろしくお願いします。

収益金 １２０，１１０円
（昨年度より＋１９，３４７円）

５月２９日（水）～３０日（木）の一泊二日で、５年生が保呂羽山少年自然の家で体験学習

を行いました。天候が心配されましたが、当日は少し肌寒かったものの、夜には星空が広がり、

二日目は晴天の中、活動をすることができました。

仲間と一緒に様々な課題に挑戦するＰＡ（プロジェクトアドベンチャー）、野外炊飯（カレ

ーライス）、自作の提灯をもち、数人で夜の森を散策するナイトハイク、ドキドキしながらの

カヌー体験まで、多くの経験を積むことができました。特に、ＰＡを通して、仲間との絆を深

めるとともに、自分の思いを伝え、相手の思いを受け取る「関わり合い」がたくさんの場面で

できたと思います。ナイトハイクでは、真っ暗な森の中、怖さを紛らわすため、元気一杯に校

歌を歌って勇気を振り絞り、仲間のことを思いやりながらゴールを目指していました。この二

日間で、普段は気付けなかった友達のよさを見つけたり、自分自身の成長に気付けたりしたの

ではないでしょうか。本当に充実した二日間になりました。


